
記 入 日 2015年 11月 21日 

所 属 学 部 ・ 学 科 

／ 研 究 科 ・ 専 攻 

理工学部      学科     専攻 

理工学研究科 建築学専攻国際プロフェッショナルコース 

留 学 先 国 アメリカ合衆国 

留 学 先 高 等 教 育 機 関 名 

（ 和 文 及 び 現 地 言 語 ） 

和文： オレゴン大学 

現地言語： University of Oregon 

留 学 期 間 2015年 9 月～2015年 12 月 

留 学 し た 時 の 学 年 修士１年生（渡航した時の本学での学年） 

留 学 先 で の 学 年 なし年生（留学先大学で在籍した学年） 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 
School of architecture and allied arts 

特定の学部等に所属しなかった。 

出 発 年 月 日 2015年 9 月 13 日 

帰 国 年 月 日 2015年 12月 14日 

明 治 大 学 卒 業 予 定 年 2017年 3 月 

留 学 先 大学 について   

形 態 国立 公立  私立  その他 

学 年 暦 
1学期：9月下旬〜12月上旬 2学期：      3学期：      

（記入例/１学期：４月上旬～７月下旬, ２学期：９月中旬～２月上旬） 

学 生 数 建築学科 推定 80名 

創 立 年 1876 

留学にかかった費用（概算） 

留学費用項目 現地通貨（$） 円 備考 

授業料 0 0円       

宿舎費 3,360 38.5万円 Airbnb 

食費 230 2,8290 円       

図書費 0      円       

学用品費            円       

教養娯楽費 45 5,500円 コピー代、トレペなど 

被服費 40 5,000円       

医療費 0 0円       

保険費 175 21,525 円 形態：ISO Student Health Care 

渡航旅費 1,788 22万円       

雑費 300 36,900 円 交通費 

その他 500 くらい 60000 円 成績証明書を発行するために必要だった 

その他            円       

その他            円       

合計 6,438 790,374円       

 

 

 



出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学生に準備と

してアドバイスしたいことを記述してください。 

初のオレゴンへの交換留学生だったのですべて大学の担当の人にメールで聞きました。ユージーンにいる担当の方（Paoplo 

Daniel)はすぐに返信をくれます。 

留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：J1 申請先：アメリカ大使館 

ビザ取得所要日数：1週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：160$ 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポート、写真、DS-160、I-20、SEVIS費用確認書、銀行残高証明、成績証明書、面接予約確認書 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

DS-160 を記入後書類をそろえて面接を予約 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

今まで言ったアメリカの都市、留学先など 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

授業で海外に渡航することがあり、申請の際パスポートを預けるのでスケジュールは余裕を見た方がよかった。 

留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

デビットカードを作成し、ATMで現金をおろせるようにしたがクレジットカードがあれば日本から持参する程度の現金で足りると

思われる。フードコートは現金の方がよい。 
  



現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 JAL 

渡航経路 ダラス フォートワースからポートランドへ乗り継ぎ 

渡航費用 
チケットの種類：economy 

航空券代：22万円（ 往復， 往路のみ， 復路のみ） 

航空券手配方法 
JAL国際線 HP 

※利用した旅行社・旅行サイト，ガイドブック，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 Portland Airport 現地到着時刻 13:00 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 
大 学 手

配の出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 20分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

      

大学到着日 9月 14 日 14 時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：9月 14 日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（一軒家） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（Airbnb） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（現地の女性） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 WEB にて airbnb に登録するのにパスポートの認証が必要 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？滞在先の感想も書いてください。 

トラブルはなし。快適。ポートランドは家賃が高く、寮もない、短期滞在なのでアパートは難しい。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 9/16- 留学生対象（Eugene):任意 9/23 建築学生対象：必須 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 留学生が親睦を深める内容。9/23は診療所や図書館など学校生活に必要なことの説明。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 9月 28 日から 

その他、渡航してから必要な手続きについて・現地情報 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

WEB 上で日本領事館に滞在先などを報告。無料。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

なし。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

なし。 



4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

日本から iPhone を持参し Sprint につないでいました。 

5．現地で病院にかかったことはありますか？大学内の医務室/診療所や付属病院等で医療サービスを受けることは可能

でしたか？ 

なし。 

6．学内外で問題があったときには誰に相談しましたか。留学先大学に相談窓口はありましたか。 

なにか分からないことがあればフロアにデスクを持っている Shanon に相談しました。 

7．現地の危険地域情報をどのように収集し，どのような防犯対策をしましたか。また，実際に盗難等を含む犯罪に巻き込
まれたことはありますか？その際どのように対処しましたか？ 

学校のあるエリアはホームレスが多く、ダウンタウンと比較すると変な人が多いです。無視すれば大丈夫。 

8．パソコン，携帯電話，インターネット（接続について）現地での利用はいかがでしたか。（例：寮のインターネット接続が不安
定で１週間に１度は全く繋がらない時がある。街にあるほとんどのカフェでは WIFI 接続が可能であったので，寮で使用できな
い時はカフェに行った。） 

大学やカフェ、自宅で Wi-Fi は使えた。 

9．現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい。 

調達できないものはないが日本の食材は高いので必要であれば持っていくべき。 

履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

WEB での履修登録 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

卒業後の進路について 

1. 進路 

就職   進学    未定  その他：      

2. 進路決定の際に参考にした資料，図書，機関など 

特になし。先輩の相談など。 

3. 上記の項目で就職を選択した方は、差し支えなければ内定先を教えて下さい。また、その企業を選んだ理由も教えて
下さい。（内定を得た企業すべての名前、或は入社すると決定した企業の名前のみでも構いません） 

就職活動中です。 

4. 就職活動中・終了に関わらず，就職活動について感想・アドバイスがありましたらお書き下さい。 
（例：留学中の就職活動へ向けた準備，帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等。就職活動を不安に思い、留
学を断念する方もいます。ご自身の経験を踏まえてアドバイスをお願いします。） 

留学することでなにを得たいかを意識すると良いと思います。 



5. 進学を選択した方は、差し支えなければ進学先を教えて下さい。 

      

6. 進学を志す留学希望者に向けたアドバイス（準備、試験対策等）がありましたらお書き下さい。 

      

7. その他を選択した方は、留学希望者に向けたアドバイスがありましたらお書き下さい。 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
起床 起床 起床 起床 起床             

8:00 
朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 起床 起床 

9:00 
課題 課題 課題 AA 508 

Fabrication 
Tactics 

課題 朝食 朝食 

10:00 
課題 課題 課題 AA 508 課題 課題 課題 

11:00 
課題 課題 課題 AA 508 課題 課題 課題 

12:00 
登校 登校 昼食 AA 508 登校 課題 課題 

13:00 
ARCH 584 ARCH507 登校 フードカート ARCH 584 登校 昼食 

14:00 
ARCH 584 ARCH507 課題 課題 ARCH 584 課題 課題 

15:00 
ARCH 584 ARCH507 課題 課題 ARCH 584 課題 課題 

16:00 
ARCH 584 課題 課題 課題 ARCH 584 課題 課題 

17:00 
課題 課題 ARCH 584 課題       帰宅       

18:00 
課題 課題 ARCH 584 課題 happy hour 夕食、風呂 夕食、風呂 

19:00 
帰宅 帰宅 ARCH 584 帰宅 帰宅 余暇 余暇 

20:00 
夕食、風呂 夕食、風呂 ARCH 584 夕食、風呂 余暇 余暇 余暇 

21:00 
余暇 余暇 帰宅 余暇 余暇 余暇 余暇 

22:00 
余暇 余暇 夕食、風呂 余暇 余暇 余暇 余暇 

23:00 
就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 

24:00 
                                          

  



※単位認定結果に関する項目は理工学部事務室にて記入します。 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

ARCH584 Architecture Design ARCH584 建築デザイン 

科目設置学部・研究科 School of Architecture and Alled Arts・Department of Architecturez 

履修期間       

単位数 ６ 

本学での単位認定状況 ６単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 エスキス（チュートリアル，講義形式等） 

授業時間数 １週間に 230 分が 3回 

担当教授 Nic Smith(Hacker), Charles Dorn(Hacker) 

授業内容 Oregon Craft and Art College のマスタープラン作成（group)、各建築設計 

試験・課題など       

感想を自由記入       

 

学習・研究活動についてのレポート（履修した科目ごとに記入してください） 

1)留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 

※該当項目にチェックのうえ，記入して下さい。 

９ 

単位 

８単位 

単位認定の申請はしません(理由：     ) 

2)以下は留学先で履修した科目についてのレポートです。今後留学をする人たちへのアドバイスも含めてお書き下さい。記

入スペースが足りない場合は、A4用紙で別途作成し、添付してください。 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

ARCH507 Thesis Preppare Seminar ARCH507 論文準備 

科目設置学部・研究科 School of Architecture and Alled Arts・Department of Architecture 

履修期間 Fall semester 9/28-12/9   

単位数 ３ 

本学での単位認定状況 ２単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 リーディングディスカッション、プレゼン（チュートリアル，講義形式等） 

授業時間数 １週間に 170 分が 1回 

担当教授 Hajo Neis 

授業内容       

試験・課題など       

感想を自由記入       



留学に関するタイムチャート 

留学するまでの準備、試験勉強、留学中、留学後、特に留学に関連して発生した事項を記入してください。例：

語学試験の勉強、選考、出願、留学中の中間試験，期末試験，その他イベント等 

（形式は箇条書きなど簡単なもので構いません） 

 

大学 3年 

１月～３月 
      

４月～７月       

８月～９月 TOEIC 定期的に受験。 通学行き帰りでの単語帳。 

１０月～１２月 TOEIC 定期的に受験。 通学行き帰りでの単語帳。 

大学 4年 

１月～３月 
TOEIC 定期的に受験。 通学行き帰りでの単語帳。 

４月～７月 TOEIC 定期的に受験。 通学行き帰りでの単語帳。 

８月～９月 TOEFL スコアアップの為に TOEFL 対策の勉強を始める。 

１０月～１２月 卒業設計。 

大学院１年 

１月～３月 

協定校留学について知る。就活の為にも TOEIC を定期的に受験。通学の行き帰りには単語

帳とリスニング。 

４月～７月 
通学の行き帰りに単語帳を覚える。6月初旬に募集開始。ポートフォリオの作成。 

7月初旬に現地大学から手続きの詳細と DS2019がエアメールで送られてくる。 

８月～９月 

アメリカ大使館へビザ申請を行う。現地での滞在先、航空券を準備。 

留学生用のオリエンテーションの為に学期開始前に渡米、語学学校で会話練習。 

9/23建築学科のオリエンテーション@portland campus 9/28 授業開始。 

１０月～１２月 

studio:10/28 マスタープランプレゼン。11/4建築の中間発表。12/3最終プレゼン。Thesis 

Prep：11/3中間発表,12/1draft提出、farewell party、12/12(本来は 1/5） 製本した論

文提出。 



留学体験記 

 

留学しようと決めた理由 

建築学科を志したきっかけに、海外を旅し都市を見て日本の都市をよくしたいという思いが芽

生えたことがあります。アーバンデザインを日本だけでなく本場のアメリカ 

又、サステナブルシティポートランドで学ぶ事で知見を広げようと思いました。 

留学のためにした準備， 

しておけば良かったと思

う準備 

留学先で日本の文化を通して同級生との仲を深めようと努力しました。アメリカでは 

日本食材は売っていますが価格が高く手に入れるのが難しかったです。交換留学生と 

してポートランドキャンパスでは第一号であり手続きなど開拓して行く部分もありました。面倒な

手続きは日本にいる間に余裕を持って済ませ、現地で学生とふれあう時間を多く取ると良いと

思います。 

この留学先を 

選んだ理由 

英語の会話力を身につけたく、他の候補よりも自然な発音が学べることがひとつの理由です。

また、日本のみでの勉強でアーバンデザインを理解するには限界があると感じ、諸外国の教育

も受けてみたいと考えたからです。アメリカはアーバンデザイン本場の国であるのでひとつの 

大学・学生の雰囲気 

年齢の幅が大きく、学部生も一部入れば、院生も 40代と思える人がちらほらいました。 

大学の雰囲気はアメリカという事もありフレンドリーさがありました。特に図書館の 

職員さんは調べものをするとき、わからないことにすべて応えてくれました。 

寮の雰囲気 
寮なし 

 

交友関係       

困ったこと， 

大変だったこと 

大学のメインキャンパスがユージーンにあり、交換留学生に推奨されている保険が 

ポートランドキャンパスでは効果を発揮しないことで保険を探すことに苦労しました。又、担当者

がわかりずらい面もあり、なかなかメールのやりとりがうまく行きませんでした。困ったときはユー

ジーンにいる留学生担当パオロさんにメールをすれば迅速な対応が得られました。 

授業の面ではなかなか先生の言っている事が理解できず、周りに遅れを取る事もありました。

わからないときは個別に質問をしたり、あとから他の学生に確認をしたりもしました。 

学習内容・勉強 

について 

私は建築とアーバンデザインを専攻していました。授業は膨大なリーディングが必ず 

あり、リーディングを自宅で行ったあと授業でのディスカッション、又、ディスカッションリーダーと

して順番も回ってきました。 

課題・試験について 

リーディングの量は膨大でした。建築設計スタジオの課題は１年生に比べ２年生の方が課され

る量は少なく徹夜する学生はいませんでした。修士論文の授業では最後に 

book として提出する事が求められており、前年の学生の成果物を早い段階で個人的に見せて

もらい、イメージを膨らませておきました。 

大学外の活動について 

大学の授業がある間は毎日の授業に追われ、修士論文のリサーチに奔走していたので 

特に行いませんでした。早めに渡米し学校が始まるまでは、ビザの要らないバケーションプログ

ラムで語学学校に通いそのレクリエーションには参加しました。 

留学を志す人へ 

「これを知っておいて欲

しい」と思うこと、アドバイ

ス等 

留学先ではやはり言葉の壁を感じることが多いです。文化も違い、コピーひとつ取るのに苦労が

あったりと当たり前のことに常に障害がとりついて来ます。10 週間は長いようであっとゆうまに終

わってしまいます。ほぼ雨期のポートランドは気分も落ち込み易いですが勉強をしっかりとしたら

積極的に色々な場所に遊びに行くといいと思います。外国人ですから当然失敗したり恥ずかし

い思いもするかもしれません。めげずに誘われたら行ってみる事！言葉にしないとなにも伝わら

ないので意思を相手に伝えること、笑顔を忘れずに頑張ってください。きっと一生の内の大切な

時間になると思います。 

 

  



 

 

 

 

 

 

天気がよい 9 月頃のポートランドの空 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年に一度の POLISH FESTIVAL に地元の人と行きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Oregon Trail は雨期前に行くべきです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語学学校の 1 階にあったハンバーガー屋さん「TILT」。ビールも飲めるので授

業後に行ったりしました。 

 

 

 



 

 

語学学校のレクリエーションに行く事で 

日本人には知り得ない面白いところに行けました。（オクトーバーフェス

ト@オークアミュズメントパーク） 

 

 

 

 

 

 

現地のお店でコスチュームを買い、 

ハロウィンパーティーに参加 

しました。 

 

 

 

聴講でライノセラスやレーザーカッター、CNC カッティング

を使用したワークショップに参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講評会の様子。20 人位の建築家が 

講評してくれました。 

 

 

 

  



ガイダンスで配布された授業一覧のプリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 


